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研究解説

シイタケの全ゲノム情報の公開

シイタケは、世界ではツクリタケ（マッシュルーム）に次いで生産量が多く、私たちの
食生活に欠かせないきのこです。また、日本では最も重要な栽培きのこであり、その生産
は中山間地域での農林家の収益確保と定着に大変役立ってきました。しかし、安価な輸入
シイタケの急増等により、中山間地域では収益の悪化を招きました。このため、生産者の
収益確保や国内外の消費拡大を目指した新品種の開発や産地偽装の防止などに向けた技術
革新が求められています。当所では、シイタケの全ゲノム情報の解読を世界に先駆けて行
ってきました。そこで、こうした問題の解決に貢献するため、収集した全ゲノム情報をデ
ータベースとして公開します。

シイタケゲノムデータベースの概要
森林総合研究所は、東京工業大学と共同研究を進め、世界に先駆けて日本で最も重要な

栽培きのこであるシイタケの全ゲノム情報を解読しました。このゲノム情報には13,089個
の遺伝子が含まれ、各遺伝子の塩基配列情報を決定しました。今回、これまでに収集した
シイタケの全ゲノム情報を当所の森林生物遺伝子データベース（ ForestGEN:
http://forestgen.ffpri.affrc.go.jp/ja/index.html）より公開いたします（図１，２，３）。

シイタケゲノムデータベースでは、「blast」と「search」の2つの検索の入口を設けてい
ます。「blast」はBLAST検索画面につながり、DNA塩基配列やアミノ酸配列情報を入力し
検索すると、その配列と相同性の高いシイタケのDNA塩基配列、遺伝子、アミノ酸配列
等を調べることができます。また、「search」はシイタケの遺伝子の転写産物（transcript）
の検索画面につながり、遺伝子の転写産物の機能や構造の特徴等について詳細な情報を調
べることができます。

成果の活用
森林総合研究所は、シイタケのゲノム情報を利用して、シイタケの子実体形成を自在に

コントロールし、生産現場や品種開発で役立つ技術開発を推進しています。また、このゲ
ノム情報は、シイタケの品種育成者に与えられる権利の保護、原産国偽装の問題、食品と
しての安全性などに対応する行政や現場が要望するＤＮＡマーカーの開発に利用できます。
一例を挙げますと、輸入シイタケの一部が、日本の特定の登録品種や栽培品種と同一であ
り、日本の品種が持ち出された可能性があることを明らかにしています。さらに、品種判
別に優れたＤＮＡマーカーを開発することで、このような問題に対しより正確な情報を提
供することができます。
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図１．シイタケゲノム情報の公開画面

(http://forestgen.ffpri.affrc.go.jp/ja/index.html)



(検索）

図２．「blast」の検索画面と検索結果
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図３．「search」の検索画面と検索結果 
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